
火

と

光

ハ
仏
身
観
の
変
遷
〉

高

橋

発

昭

私
は
ガ

γ
ダ

l
ラ
の
山
寺
を
歩
き
な
が
ら
、

こ
の
地
で
成
立
し
た
大
乗
仏
教
の
基
盤
を
表
わ
す
一
特
徴
と
し
て
「
火
」
と
「
光
」
と

「
水
」
を
考
え
て
来
た
。
こ
こ
で
は
ま
ず
「
火
」
と
「
光
」
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

付

「火」

( 67 ) 

一
つ
の
興
味
あ
る
問
題
に
目
が
と
ま
っ
た
。
そ
れ
は
広
い
意
味
の
ガ

γ

ハ
1
v

ダ

l
ラ
と
称
せ
ら
れ
る
地
域
の
中
で
、
パ
キ
ス
タ
γ
側
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
と
で
は
異
っ
た
傾
向
が
あ
る
こ
と
だ
。
か
つ
て
ア
フ
ガ
ニ

パ
キ
ス
タ
ン
の
あ
ら
ゆ
る
博
物
館
を
尋
ね
歩
い
て
い
る
う
ち
、

ス
タ
ン
の
カ
l
プ
ル
博
物
館
を
尋
ね
、

モ
タ
メ
デ
ィ
館
長
の
好
意
で
全
仏
像
の
写
真
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
見
過
し
て
来
た
も

の
、
即
ち
浬
鍵
図
と
燃
灯
仏
の
彫
刻
を
パ
キ
ス
タ
γ
側
の
も
の
と
比
絞
し
て
見
て
大
き
な
差
の
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
。

ωま
ず
浬
襲
図
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
即
ち
中
央
に
横
た
わ
る
釈
尊
を
か
こ
ん
で
前
と
後
ろ
に
手
を
挙
げ
た
り
、
頭
を
た
た
い
た
り
、

胸
を
打
っ
た
り
、
或
は
身
を
投
げ
出
し
た
り
、
或
は
頭
髪
を
か
き
む
し
っ
て
悲
し
む
姿
が
如
実
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
摩
詞
摩
耶

経
の
「
或
有
宛
転
干
地
、
或
有
牽
絶
衣
服
君
、
或
抜
頭
髪
、
鑓
胸
大
役
の
記
述
に
そ
っ
く
り
な
表
現
で
あ
る
。

火
と
光
（
高
橋
〉



火
と
光
ハ
尚
橋
〉

こ
う
し
た
多
く
の
悲
し
む
人
々
の
中
に
あ
っ
て
ど
う
し
た
こ
と
か

人
が
跡
前
で
じ
っ
と
坐
っ
て
い
る
。
百
二
十
才
で
釈
尊
入
滅
の
杭
前
、

以
後
の
弟
子
と
な
っ
た
ス
パ
ド
ラ
だ
。
長
年
バ
ラ
モ
ン
の
修
業
を
積
ん

でル
1
．
化
を
超
越
し
て
い
る
せ
い
か
端
然
と
し
て
神
定
に
入
っ
て
い
る
。

こ
の
対
比
が
又
面
白
い
。
こ
の
ス
パ
ド
ラ
は
ガ
ソ
ダ
l
－
フ
で
も
叉
イ
ン

ド
で
も
共
に
林
前
で
禅
定
に
入
っ
て
い
る
姿
で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
側
で
は
少
々
変
化
し
て
い
る
。
即
ち
パ
l
ミ

ヤ
ン
の
壁
画
で
は
ど
う
し
た
わ
け
か
火
炎
が
日
か
ら
出
、
叉
火
に
包
ま

れ
て
坐
っ
て
い
る
。
法
顕
訳
大
般
浬
繋
経
や
玄
提
の
大
唐
西
域
記
、
そ

し
て
大
智
度
論
に
「
須
紘
陀
党
志
仏
前
に
十
位
っ
て
結
醐
鉄
坐
し
、
自
ら

（

5
V
 

神
h
H
を
も
っ
て
身
中
よ
り
火
を
出
し
、
身
を
焼
い
て
滅
度
を
と
る
」
と

あ
る
よ
う
に
大
衆
系
の
経
典
の
出
現
に
至
っ
て
、
こ
の
火
炎
の
友
現
が

山
て
米
る
の
は
興
味
深
い
。

広
は
か
つ
て
何
回
か
パ
l
ミ
ヤ
ン
を
尋
ね
、
こ
の
壁
阿
を
カ
メ
ラ
に

う
つ
し
判
別
出
来
る
よ
う
努
力
を
重
ね
た
が
、
余
り
に
も
剥
落
が
ひ
ど

く
、
肉
眼
で
は
ど
う
や
ら
区
別
出
来
る
の
だ
が
フ
ィ
ル
ム
で
は
ど
う
努

力
し
て
も
判
別
出
来
な
か
っ
た
。
思
う
に
目
は
立
体
的
に
物
を
と
ら
え

1、デ ィーノレ博物館

（この類型はベノレシャワ博物館数~、 大英博物館一体、 その他多数〉
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火
と
光
合
川
橋）

得
る
が
、
カ
メ
ラ
は
平
面
的
に
物
を
う
っ
す
か
ら
だ
と
思
っ
た
。

為
に
京
大
隊
報
告
占
「
パ

l
ミ
ヤ
ン
」
の
第
三
一
二

O
窟
〈
写
山

2、パー ミヤンK洞（第330.m漫然図〈京初大学調査隊による〉

2
参
照
）
や
名
古
屋
大
学
隊
の
宮
治
昭
民
（
仏
芸
一
四
七
号
）

を
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
釈
尊
の
跡
前
に
端
坐
す
る
ス
パ
ド
ラ
の
町

か
ら
は
火
炎
が
立
ち
登
っ
て
い
る
の
が
分
る
。
同
じ
程
脚
帰
国
で

あ
り
な
が
ら
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
も
の
に
は
な
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
側
の
も
の
に
こ
の
よ
う
な
火
炎
が
あ
る
の
は
ど
う
し
た
こ

と
だ
ろ
う
。
パ
キ
ス
タ
ン
側
の
浬
繋
図
は
ク
シ
ャ
ン
の
盛
期
、

c 69 ) 

カ
ニ
シ
カ
一

世
の
頃
か
ら
作
り
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
A
－
D

－
三
世
紀
の
も
の
も
あ
る
。

一
方
パ

l
ミ
ヤ
ン
は
グ
プ
タ
様
式

で
あ
る
か
ら
A
・
D
五
・
六
世
紀
の
も
の
と
い
え
る
。
従
っ
て

か
く
時
間
差
が
あ
る
の
で
比
較
に
な
ら
な
い
と
い
う
論
議
も
当

然
出
て
来
る
。
従
っ
て
他
の
而
、
即
ち
燃
灯
仏
の
彫
刻
か
ら
こ

れ
を
考
え
て
み
よ
う
。

倒
燃
灯
仏
で
有
名
な
の
は
現
在
ラ
ホ
l
ル
博
物
館
内
に
復
元

さ
れ
て
い
る
シ
ク
リ
の
ス
ト
ゥ
l
パ
の
も
の
。
ガ
ソ
ダ
l
ラ
彫



火
と
光
（
高
橋
）

刻
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
・
有
名
で
あ
る
。
大
体
A
・
D

世
紀
に
も
さ
か
の
ぼ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
写
真
3
〉

れ
と
似
た
図
柄
の
彫
刻
は
パ
キ
ス
タ
ン
各
地
の
博
物
館
に
数
多

く
展
示
さ
れ
、

且
つ
叉
全
世
界
に
わ
た
っ
て
各
種
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ソ
の
中
に
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
程
こ
の
燃
灯
仏
の
形

式
は
知
似
し
て
い
る
。
然
し
こ
れ
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
サ
イ
ド

に
な
る
と
「
火
炎
」
を
背
か
ら
出
し
て
い
る
の
が
十
体
程
出
土

し
て
い
る
。

即
ち
カ
l
ブ
ル
東
北
に
位
抗
す
る
、
か
つ
て
の
ク
シ
ャ
ン
の

互
の
都
カ
ピ
シ

・・

ベ
グ
ラ
ム
近
郊
か
ら
出
土
し
た
も
の
に
は

仏
の
肩
に
炎
が
あ
る
。

〈
写
真
4
）
こ
れ
ら
は
パ
リ
の
ギ
メ
l

博
物
館
に
一
体
、
そ
れ
以
外
は
カ
l
プ
ル
博
物
館
に
か
つ
て
展

示
し
で
あ
っ
た
。

然
し
て
こ
れ
ら
は
ロ
l
ラ
ン
ド
述
に
よ
っ

て
、
そ
の
形
態
が
ロ
ー
カ
ル
的
、
所
制
「
あ
か
ぬ
け
な
い
」
と

い
う
点
か
ら
洗
練
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
彫
刻
の
影
響
が
年
代
と
共

に
薄
れ
て
行
っ
た
後
則
の
も
の
、

A
・
D
五

・
六
世
紀
の
も
の

と
考
え
ら
れ
て
来
た
。

ヤ

、ー
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然
し
最
近
の
研
究
で
は

や
は
り
こ
の

H

あ
か
ぬ
け

な
い
H

点
か
ら
後
期
の
も

の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
釆

た
ス
ワ
ッ
ト
の
デ
ィ
l
ル

地
方
の
仏
像
が
、
そ
の
ロ

ー
カ
ル
性
の
故
に
ギ
リ
シ

ャ
芸
術
の
堕
落
で
は
な
く

そ
の
地
方
そ
の
地
方
の
特

殊
性
を
失
わ
な
い
で
ギ
リ

シ
ャ
彫
刻
の
手
法
を
と
り

入
れ
た
時
代
の
も
の
と
し

て
、
む
し
ろ
最
初
期
の
も

カ
ル、

フ
土
一

出
カ

ム

r
、

ラ
体

ク
数
体

ベ
の
一

・
も
館

ツ
の
物

ピ
型
博

カ
同

－

の
メ

館
土
ギ

物
出

・

博
ム
｛

ル
ラ
リ

プ
ク
パ

一
ベ
〉

カ
・
館

シ
物

在
ピ
博

an
－－
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（

6
）
 

の
即
ち
A
・
D
＝
一
世
紀
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
し
て
考
え
る
方
向
に
進
ん
で
来
た
。
従
っ
て
こ
の
カ
ピ
シ

・
ベ
グ
ラ
ム
近
郊
の
出
土

《

6
V

の
燃
灯
仏
も
、
む
し
ろ
こ
の
H

あ
か
ぬ
け
な
さ
M

の
故
に
早
い
時
機
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
従
っ
て
三

・
四
世
紀
に
さ

か
の
ぼ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
カ
ピ
シ

・
ベ
グ
ラ
ム
の
燃
灯
仏
も
シ
ク
リ
の
そ
れ
も
、

ほ
ぼ
同
時
代
の
も
の
と
言
え

火
と
光
〈
高
僑
）

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
考
え
る
と
、



火
と
光
ハ
高
橋
〉

る
。
従
っ
て
一
方
が
火
炎
を
肩
に
し
、
他
は
こ
れ
が
全
然
な
い
と
い
う
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
類
型
が
私
に
は
興
味
を
さ
そ
う
。

品
ん
も
パ
キ
ス
タ

γ
側
に
こ
の
火
炎
仏
・
炎
肩
仏
が
全
然
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
極
め
て
稀
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
燃
灯
仏
で
は
な

い
が
肩
か
ら
火
を
出
す
も
の
と
し
て
た
っ
た
一
つ
ベ
シ
ャ
ワ
ル
博
物
館
に
あ
る
。
巾
十
セ

γ
チ
、
高
さ
三
十
セ

γ
チ
の
小
品
で
足
か
ら
水

を
出
し
て
い
る
双
神
変
像
が
あ
る
。
然
も
ガ
ン
ダ
l
ラ
特
有
の
黒
色
片
岩
と
違
っ
て
青
っ
ぽ
い
黒
、
即
ち
ス
ワ
ッ
ト
地
方
の
も
の
で
あ
る

と
私
は
見
て
い
る
。

筆
者
は
こ
の
炎
肩
仏
・
双
神
変
像
に
興
味
を
も
ち
極
力
こ
れ
を
集
め
て
来
た
。
現
在
三
体
集
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
つ
は
明
ら
か
に

ス
ワ
ッ
ト
系
の
石
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
黒
色
片
岩
で
あ
り
、

マ
ル
ダ

γ
地
方
出
土
の
も
の
に
岩
質
は
似
て
い
る
が
、
然
し
こ
れ
を
取
扱

っ
た
現
地
商
人
は
ス
ワ
ヲ
ト
の
良
夫
が
持
っ
て
来
た
と
証
言
し
て
い
る
か
ら
ス
ワ
ヲ
ト
出
土
は
確
実
で
あ
る
う
。
か
く
考
え
る
と
ガ
ン
ダ

( 72 ) 

ー
ラ
後
期
の
も
の
、
私
の
見
解
で
は

A
・
D
四
・
五
世
紀
に
は
こ
の
よ
う
な
「
火
炎
」
を
も
っ
た
仏
が
ガ

γ
ダ
l
ラ
の
北
辺
に
流
布
し
て

い
っ
た
こ
と
が
分
る
。

更
に
私
は
前
々
号
に
於
て
ク
シ
ャ

γ
の
コ
イ
ン
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、

以
来
、

カ
ニ
シ
ヵ
、

グ
ィ

1
マ
カ
ド
フ
ィ
l
セ
ス
王
の
肖
像
に
「
炎
」
が
現
れ
て

【
帽

S
】

フ
ヲ
ヴ
ィ
ジ
カ
等
の
諸
王
の
コ
イ
y
に
ひ
き
継
が
れ
、
叉
そ
の
裏
面
に
ミ
ン
ト
さ
れ
た
諸
神
に
も
火
が
作
ら
れ
た
。

そ
し
て
叉
フ
グ
ィ
ジ
カ
や
パ
ス
デ
l
パ
に
至
る
と
火
炎
の
代
り
に
太
陽
の
光
芭
を
示
す
円
環
が
諸
神
の
頭
の
後
ろ
に
現
れ
、
叉
王
の
頭
に

も
作
ら
れ
て
来
た
こ
と
を
書
い
た
。
私
は
こ
の
円
環
（
光
き
も
火
炎
と
同
じ
く
、
人
聞
の
王
で
は
な
く
、
「
大
王
・
諸
王
の
王
・
天
一
口

と
最
高
の
天
子
・
即
ち
天
の
子
と
い
う
超
能
力
を
そ
な
え
た
王
と
し
て
の
立
場
を
示
す
た
め
に
こ
れ
が
描
が
か
れ
た
。

同
様
に
釈
尊
も
生
身
の
も
の
で
は
な
く
久
遠
の
も
の
へ
の
起
越
を
示
す
手
段
と
し
て
釈
尊
の
上
に
「
炎
」
が
描
か
れ
る
に
至
っ
た
。
い

わ
ば
「
仏
身
観
」
の
展
開
発
展
が
こ
れ
で
示
さ
れ
る
と
私
は
考
え
る
。



ン
ス
よ
く
表
わ
さ
れ
て
い
る
の
に
、

シ
ク
ロ
の
燃
灯
仏
彫
刻
で
は
釈
尊
の
前
身
た
る
メ

l
ガ
の
姿
が
、
大
き
さ
で
バ
ラ

《

9
v

カ
ピ
シ
・
ベ
グ
ラ
ム
出
土
の
燃
灯
仏
像
は
メ

l
ガ
に
対
し
て
余
り
に
も
巨
大
す
ぎ
る
。
〈
写
真
4
A
9

然
も
造
像
上
こ
の
こ
と
を
如
実
に
示
す
例
と
し
て
、

照
〉
こ
れ
こ
そ
仏
を
超
越
者
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
こ
れ
に
よ
み
と
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

か
く
仏
の
超
人
性
を
表
す
に

n
火
炎
u
を
も
っ
て
す
る
手
法
は
ま
ず
ア
フ
ガ

γ
サ
イ
ド
で
起
り
、
そ
れ
が
時
代
と
共
に
パ
キ
ス
タ

γ
側

に
伝
わ
り
、
特
に
ス
ワ
ッ
ト
地
方
で
行
わ
れ
て
行
く
こ
と
が
、
こ
の
浬
撲
図
燃
灯
仏
の
比
較
で
考
証
さ
れ
る
と
思
う
。

〔
時
芭ハ

1
〉
狭
義
の
ガ
γ
ダ
1
ラ
は
パ
キ
司
ハ
タ
γ
の
タ
キ
ジ
ラ
か
ら
ベ
シ
＋
ヲ
ル
地
方
も
少
し
広
い
と
ア
フ
ガ
エ
ス
タ
γ
の
ジ
Z

ラ
ラ
バ

1
ド
・
ハ
ツ
ダ
を
含

む
私
は
広
い
意
味
で
カ
ピ
シ
・
ベ
グ
ラ
ム
地
方
を
含
め
て
考
え
て
い
る
。

（

2
〉
大
路

l
m上

ハ
3
〉
大
1
｜
制
中
「
時
須
践
陀
羅
即
於
仏
前
入
火
界
三
味
而
般
浬
繋
」

ハ
4
〉
大
田
｜
制
上

ハ
5
〉
大
お
｜
剖
上

ハ
6
〉
仏
芸
一
一
七
号
モ
タ
モ
デ
也
子
氏
論
文
－
及
オ

p
エ
シ
ト
学
会
一
九
七
ニ
迦
畢
拭
園
出
土
の
仏
教
彫
刻
の
製
作
年
代
に
つ
い
て

ハ
7
〉

同

omoロ
出
色

a
U
M
E
g
z
n
〉

2
0崎
間
ロ

ωFEH

ハ
8
〉
自
笹
川
可
旦
g
u
B
品
官
民

E
C
6
a
H
H
a
2
8
5
2
ω
習

ハ
9
〉
足
元
に
伏
す
小
さ
な
メ
I
ガ
に
対
し
て
巨
大
な
仏
↓
超
越
者
を
表
現

火
と
光
ハ
高
橋
〉
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火
と
光
〈
高
橋
〉

ω 

「光」

前
述
の
如
く
、
大
乗
仏
典
の
特
徴
は
仏
を
超
越
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
所
に
あ
る
。
即
ち
阿
含
経
等
に
現
れ
る
釈
尊
は
い
わ
ば
生
身

の
そ
れ
、
イ
γ
ド
に
生
れ
、
そ
こ
で
悟
り
法
を
説
い
た
仏
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
覚
者
で
あ
る
。
従
っ
て
阿
含
経
で
は
後
述
の
大
乗
経
典
が

仏
の
偉
大
さ
を
光
明
の
奇
蹟
で
表
現
す
る
よ
う
な
必
要
を
生
じ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
勿
論
釈
尊
が
河
の
底
を
通
っ
た
り
ハ
サ

γ
チ
！
の

彫
刻
）
叉
大
迦
葉
を
帰
依
さ
せ
る
た
め
に
種
々
の
奇
蹟
を
行
っ
た
（
所
謂
ミ
ラ
ク
ル
・
オ
プ
・
ス
ラ
パ
ス
テ
ィ
%
と
い
っ
た
も
の
も
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
然
し
自
ず
と
大
乗
経
典
の
中
に
現
れ
て
い
る
光
明
等
の
奇
蹟
と
は
根
本
的
に
異
り
、
前
述
の
如
き
「
仏
身
観
」
の
変
遷

を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

私
は
か
つ
て
法
華
経
の
序
品
の
白
蓮
相
か
ら
光
を
出
し
た
り
、
神
力
品
の
「
広
長
舌
を
出
し
て
上
党
世
に
至
ら
し
め
一
切
の
毛
孔
よ
り
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無
量
無
数
の
光
を
放
ち
：
：
：
、
宝
樹
下
の
師
子
座
上
の
諸
仏
も
亦
、
広
長
舌
を
出
し
て
無
量
の
光
を
放
ち
：
：
：
」
と
い
う
「
光
」
の
問
題

を
考
え
て
み
た
。

然
し
て
こ
の
釈
尊
の
放
光
の
奇
蹟
は
法
華
経
の
独
断
場
で
は
な
く
、
釈
尊
の
「
超
越
性
」
を
示
す
法
華
経
成
立
当
時
の
流
行
語
？
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
我
れ
な
が
ら
驚
い
て
い
る
。

即
ち
大
蔵
経
を
一
瞥
し
て

「
光
」
や
「
火
」

の
表
現
を
探
し
て
み
る
時

「
仏
が
授
記
を
与
え
る
時
日
中
か
ら
五
色
の
光
を
放
つ
」
と
い
う
の
が
常
套
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
っ
た
。

《

2
〉

然
し
て
ロ
中
か
ら
種
々
の
光
を
出
し
た
と
い
う
場
面
を
参
考
の
為
に
詳
記
し
て
み
る
と
次
の
如
く
に
な
る
。

支
襲
迦
識
訳
の
道
行
般
若
経
に
五
ケ
所
。
兜
沙
経
に
二
ケ
所
、
阿
閣
世
経
に
一
ケ
所
。
仏
説
無
量
清
浄
平
等
覚
経
に
十
ケ
所
、
阿
閥
仏

国
経
に
三
ケ
所
、
般
舟
三
味
経
に
一
ケ
所
出
て
い
た
。



支
謙
訳
の
経
典
で
は
大
明
度
経
恒
端
清
信
女
経
（
こ
れ
は
支
婁
迦
識
訳
の
道
行
般
若
経
の
異
訳
）
に
二
ケ
所
。
菩
薩
本
業
経
〈
こ
れ
は

支
婁
迦
識
訳
の
兜
沙
経
〉
に
一
ケ
所
、
私
期
味
経
に
一
ケ
所
。
仏
説
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
壇
過
度
人
道
経
（
支
裳
迦
識
沢
の
仏
説
無

量
清
浄
平
等
覚
経
〉
の
巻
の
上
に
八
ケ
所
以
上
、
巻
の
下
に
三
ケ
所
あ
る
。
又
、
七
女
経
に
一
ケ
所
。
竜
施
女
経
に
一
ケ
所
。
仏
説
竜
施

菩
蕗
本
起
経
に
一
ケ
所
、
。
慧
印
三
昧
経
に
一
ケ
所
あ
る
。

竺
法
護
訳
の
経
典
、
仏
説
心
明
経
、
党
志
女
首
意
経
、

文
殊
師
利
現
宝
蔵
経
、

順
権
方
便
経
、

等
集
衆
徳
三
味
経
、

弘
道
広
顕
三
昧

経
、
普
隠
経
等
々
に
夫
々
一
ケ
所
、
文
殊
師
利
仏
土
厳
浄
経
に
は
三
ケ
所
も
あ
る
。

支
曜
訳
に
は
成
具
光
明
定
意
経
に
一
ケ
所
あ
る
。

羅
什
の
訳
と
し
て
は
集
一
切
福
徳
三
味
経
に
一
ケ
所
、
仏
説
阿
弥
陀
経
に
三
ケ
所
あ
り
、
又
そ
こ
に
は
炎
肩
仏
の
「
火
」
に
つ
い
て
の

表
現
も
あ
る
。
特
に
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康
僧
鎧
の
無
量
寿
経
で
は
「
光
」
が
三
ケ
所
、

「
炎
」
が
ニ
ケ
所
も
出
て
い
る
。

そ
の
他
修
業
本
起
経
に
一
ケ
所
、
仏
本
行
経
に
二
ケ
所
、
仏
本
行
集
経
に
は
「
炎
」
や
「
光
」
と
「
火
」
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。

叉
大
乗
以
外
の
経
典
と
し
て
は

根
本
説
一
切
有
部
見
奈
耶
、
巻
九
に
二
ケ
所
、
巻
三
十
八
、
巻
四
十
六
に
各
一
ケ
所
。
薬
事
巻
二
、
巻
七
、
巻
八
に
各
一
、
雑
事
の
巻

ニ
と
巻
三
十
二
に
各
一
ケ
所
。

増
一
阿
含
の
第
三
十
六
に
三
ケ
所
、
第
三
十
八
に
一
ケ
所
。
四
分
律
第
五
十
一
に
一
ケ
所
。

五
分
律
巻
三
に
一
ケ
所
出
て
い
る
。
こ
れ
は
光
だ
け
で
は
な
く
、
火
と
水
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

以
上
経
典
に
光
と
火
の
出
て
い
る
も
の
を
抜
き
出
し
て
み
た
が
、
こ
れ
ら
の
色
の
種
類
や
出
入
の
場
所
に
関
し
て
は
参
考
の
別
表
を
み

火
と
光
ハ
高
橋
〉



火
と
光
（
高
橋
）

て
い
た
だ
き
た
い
。

私
は
こ
れ
ら
を
大
蔵
経
か
ら
ぬ
き
出
し
て
表
に
す
る
う
ち
一
つ
の
法
則
性
が
こ
こ
か
ら
読
み
と
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
光
ハ
火
は
ご
く
わ
ず
か
だ
が
、
時
に
は
並
記
さ
れ
て
い
る
〉
の
出
て
い
る
経
典
を
訳
し
た
人
々
は
「
支
」
の
つ
い
た
園
、
所
調
、

大
月
氏
出
身
の
人
で
あ
る
。
更
に
羅
什
も
グ
ッ
チ
ャ
の
人
だ
が
母
が
イ
γ
ド
人
で
カ
シ
ミ
l
ル
に
遊
学
し
て
い
る
。
竺
法
護
も
「
佐
一
」
が

竺
高
座
の
弟
子
と
い
う
こ
と
で
つ
い
て
い
る
が
、
出
身
は
大
月
氏
で
あ
り
、
康
僧
鎧
も
康
国
即
ち
今
の
サ
マ
ル
カ
γ
ド
の
出
身
で
あ
り
、

大
月
氏
の
勢
力
範
囲
と
深
く
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
所
の
出
身
で
あ
る
。

又
大
乗
以
外
の
経
典
で
も
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
は
カ
シ
ミ
l
ル
か
ら
ガ
ン
ダ
I
ラ
に
か
け
て
基
盤
を
も
っ
て
い
た
有
部
の
律
で
あ

り
、
増
一
阿
含
も
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
地
名
や
川
の
名
が
よ
く
出
て
来
る
か
ら
ガ
ン
ダ
l
ラ
地
方
で
作
ら
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
。
尤
も

阿
含
経
は
釈
尊
滅
後
か
ら
大
乗
の
成
立
し
た
後
ま
で
も
順
次
補
っ
て
作
ら
れ
続
け
て
来
た
か
ら
、
後
期
の
も
の
は
大
乗
の
影
響
が
な
か
っ
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た
と
は
言
い
き
れ
ま
い
。
ち
な
み
に
四
分
律
第
五
十
二
増
一
阿
合
の
巻
三
十
六
、
巻
三
十
八
等
、
経
典
の
後
半
に
位
置
し
て
い
る
所
に

「
光
」
が
出
て
い
る
か
ら
、
大
乗
の
影
響
は
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
精
神
的
風
土
に
於
て
大
乗
経
典
と
同
じ
よ
う
な
環
境
の
上
で
こ
れ

ら
の
小
乗
経
典
も
生
れ
た
と
も
言
え
よ
う
。

か
く
考
え
て
来
る
と
、
こ
の
「
光
」
と
「
火
」
の
表
れ
て
い
る
経
典
を
訳
し
た
僧
は
大
月
氏
、
即
ち
ク
シ
ャ
ン
の
勢
力
範
囲
の
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
の
こ
と
を
裏
返
せ
ば
、
こ
の
経
典
の
成
立
し
た
ク
シ
ャ
ン
の
領
土
内
に
「
火
と
光
」
を
も
っ
て
釈
尊
を
超
越
者
と

し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
否
む
し
ろ
釈
尊
を
人
間
釈
尊
で
は
な
く
、
こ
の
「
火
と
光
」
を
か
り
で
超
越
者
と
し
て
考
え

る
思
考
方
法
、
即
ち
仏
身
観
の
転
換
が
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

前
述
の
如
く
、

「
光
」
に
よ
っ
て
仏
の
荘
厳
さ
偉
大
さ
を
示
す
傾
向
心
情
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
釈
尊
が
人
間
で
は
な
く
超
人
的



な
力
を
も
っ
仏
、
法
華
経
流
に
言
え
ば
「
生
身
の
釈
尊
か
ら
久
遠
の
本
仏
」
へ
の
立
場
の
飛
躍
。
こ
の
重
大
事
件
が
こ
の
ガ
ン
ダ
l
ラ
で

行
わ
れ
た
こ
と
が
分
る
。
こ
れ
が
小
乗
か
ら
大
乗
へ
の
宗
教
運
動
で
あ
り
、
然
も
こ
の
超
越
飛
躍
を
媒
介
す
る
も
の
が
こ
の
「
火
と
光
」

で
あ
っ
た
と
私
は
考
え
る
。
こ
れ
が
叉
前
述
の
コ
イ
ン
の
太
陽
の
光
さ
を
恩
わ
せ
る
円
環
光
背
の
リ
γ
グ
で
あ
り
、
叉
王
や
神
の
肩
か
ら

炎
々
と
も
え
上
る
炎
で
あ
っ
た
と
思
う
。

〔註〕（

1
〉
ベ
シ
ャ
ワ
ル
博
物
館
蔵
や
サ

γ
チ

l
の
彫
刻

ハ
2
〉
以
下
は
別
表
参
考

〔
参
考
〕

日
開
聞
脳
間
一

道
行
般
若
経
巻
六
（
大

8
1四
五
八
上
〉
仏
笑
口
中
金
色
光
出
優
誕
夷
即
持
金
華
：
：
：
不
堕
地

巻
八
ハ
大

8
1四
六
八
中
〉
口
中
出
若
手
色
其
明
至
十
方
仏
利
悉
明
其
明
還
遁
仏
三
匝
従
頂
上
入

巻
九
（
大

8
1四
七
一
中
）
身
有
金
色
身
放
十
億
光
炎

。

ハ

大

8
1四
七
三
中
〉
於
上
虚
空
中
有
化
仏
身
有
三
十
二
相
紫
唐
金
色
身
有
千
億
光
摺
炎
出

巻
十
（
大

8
1四
七
六
上
〉
焔
三
昧

兜
沙
経
（
六
十
華
厳
第
四
・
第
五
及
び
支
謙
訳
菩
藍
本
行
経
第
一
品
の
異
訳
〉

（大

m
l四
四
六
上
）
仏
放
光
明
先
従
足
下
出
照
一
仏
界
中
極
明
現
十
億
閤
浮
利
天
南

阿
閤
世
主
経
巻
上
（
大
出

l
三
九
三
中
）
其
智
者
二
毛
放
百
億
千
明
其
脅
上
毛
二
有
百
千
光
明
二
明
者
有
億
千
蓮
華
二
蓮
華
上
者
有
菩
薩

仏
説
無
量
清
浄
平
等
覚
経
ハ
大
阿
の
古
訳
・
支
謙
訳
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
壇
過
度
人
道
経
の
異
訳
〉

第
一
ハ
大
ロ

l
ニ
七
九
下
）
面
有
九
色
光
数
千
百
度
光
甚
大
明
面
色
光
明
乃
此
耳

。

ハ

大

U
l二
八

O
上
〉
焔
宝
光
：
：
・
・
紫
磨
金
焔

火
と
光
〈
高
橋
）
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火
と
光
（
高
橋
〉

第
一
（
大
ロ
｜
二
八

O
中
）
如
是
之
焔
明

。
ハ
大
四

l
一
八
一
中
〉
十
三
我
作
仏
時
令
我
光
明
勝
於
日
月
：
：
：
焔
無
数
天
下
窃
冥
之
所

。
〈
大
ロ
｜
二
八
二
中
〉
焔
照
十
方
仏
国

第
二
ハ
大
詔

l
二
八
八
中
）
此
数
光
従
口
出
適
招
諸
数
利
則
廻
光
還
遁
仏
三
匝
己
従
頂
入

。
（
大
白
｜
二
九
O
上
）
頂
中
光
明
焔
照
他
方

第
三
（
大
ロ

l
ニ
九
O
中
）
無
量
消
持
仏
光
明
照
闘
中
及
焔
照
他
方
仏
国

h
T

（
大
ロ
｜
二
九
一
下
〉
第
三
焔
天

第
四
ハ
大
ロ
｜
二
九
六
中
〉
比
如
－
P
起
焼
人
ハ
こ
れ
と
同
じ
表
現
他
に
ニ
川
一
…
一
聞
に
あ
り
〉

阿
閥
仏
国
経
第
三
（
大
口

l
七
五
七
中
〉
中
有
阿
羅
漢
身
中
自
出
火
還
焼
身
而
般
泥
酒

第
五
ハ
大

U
l七
六
一
上
〉
阿
閥
仏
身
中
出
火
還
焼
身
己
便
作
金
色

。

〈

大

u
l七
六
三
上
〉
炎
照
他
方
世
界

般
舟
三
昧
経
巻
中
ハ
大

m
l九
二
上
〉
時
笑
仏
国
中
金
色
光
出
至
十
方
不
可
計
仏
国

両
閣
剛
一

大
明
度
経
恒
端
清
信
女
品
ハ
大
路
｜
三
九
三
中
）
仏
笑
口
中
金
光
出
清
信
女
即
持
金
華
散
仏
上
仏
威
神
故
不
堕
地

強
弱
晶
ハ
大
路

l
五
O
二
中
〉
口
中
出
若
干
色
其
明
至
十
方
仏
国
悉
為
其
明

主
回
薩
本
業
経
（
兜
沙
経
の
異
訳
〉
（
大
叩
｜
四
四
七
上
〉
仏
放
足
下
相
輪
光
明
悉
照
仏
異
小
国
土

私
阿
味
経
（
大
M
｜
八
一
三
中
〉
仏
爾
時
便
笑
無
数
色
々
：
：
：
従
口
出
光
照
無
央
数
仏
国
還
続
身
三
匝
於
頂
上
使
不
見

仏
説
阿
弥
陀
三
耶
三
仏
薩
楼
仏
壇
過
度
人
道
経
（
大
阿
〉

巻
上
ハ
大
ロ

l
ニ
九
九
上
）
第
一
仏
名
光
遠
招

ハ

ク

三

O
O上
〉
面
有
九
色
光
数
千
百
変
光

ハ

ク

三

O
O下
〉
頭
中
光
明
如
仏
光
明
所
焔
照
無
極

ハh
q

三
O
ニ
中
）
頂
中
皆
有
光
明

ハ

ク

三

O
ニ
中
〉
光
明
焔
照
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ハ

ク

三

O
ニ
の
中
l
＝一

O
三
の
上
〉
こ
の
間
多
く
の
光
明
の
表
現
あ
り

ハ

ク

三

O
八
中
〉
頂
中
光
焔
照
他
方
：
：
：
仏
光
明
照
国
中
及
儀
照
他
方
仏
国
大
明

（hv

＝一

O
九
下
）
是
第
三
儀
天

巻
下
ハ
ク
＝
二

O
中
〉
但
見
其
光
明

（L
V

＝
一
一
一
下
〉
自
然
成
五
光
五
光
乃
至
九
色

ハL
q

＝
二
三
下
l
＝
二
四
中
〉
比
若
劇
火
起
焼
人
身
人
能
自
於
中
（
三
回
〉

七

女

経

ハ

大

M
l九
O
九
上
〉
是
時
迦
業
仏
笑
五
色
光
従
口
出
照
満
仏
刺
還
総
身
頂
上
入

竜
施
女
経
ハ
大

M
l九
一

O
上
〉
時
仏
乃
笑
五
色
光
従
口
出
照
一
仏
刺
選
従
頂
入

仏
説
竜
施
菩
醸
業
起
経
ハ
大
M
｜
九
二
上
〉
時
仏
来
詣
舎
眉
開
放
光
明

懇
印
三
味
経
ハ
大
路

l
四
六
四
下
）
若
干
種
光
色
色
各
異
従
口
出
青
黄
赤
白
遍
照
無
央
数
仏
潤
皆
覆
蔽
日
月
明
還
続
身
三
匝
便
従
頂
入

函
岡
闘
巴
（
除
正
法
華
〉

仏
説
心
明
経
ハ
大
位
｜
九
四
ニ
下
〉
諸
仏
笑
法
皆
有
常
瑞
授
菩
麓
決
遍
照
十
方
光
従
頂
入

党
志
女
首
意
経
（
大

M
l九
四
O
中
〉
欲
五
色
背
賞
一
赤
白
紫
光
従
ロ
而
出
甚
大
光
明
普
照
十
方
無
数
仏
国

文
珠
師
利
現
宝
蔵
経
（
大

M
l四
六
五
上
〉
仏
使
笑
時
三
千
大
千
世
界
無
量
光
明
遍
満
其
中
・
：
・
：

順
権
方
便
経
ハ
大
引
｜
四
三

O
中
〉
無
央
数
色
従
仏
国
出
背
黄
白
黒
紫
紅
之
色
：
：
：

等
集
衆
徳
三
味
経
（
巻
中
〉
（
大
幻

l
九
八
一
上
〉
於
時
世
尊
知
離
垢
威
菩
薩
所
念
尋
入
欣
入
五
色
光
従
ロ
光
照
十
方
無
数
仏
国
選
続
三
匝
従
頂
上
入

弘
道
広
顕
三
味
経
巻
四
（
大
路
｜
宜

O
五
上
〉
時
世
尊
笑
諸
仏
笑
法
口
出
五
色
膏
耀
変
光
儀
無
数

文
珠
師
利
仏
土
厳
浄
経
ハ
大

U
l八
九
ニ
中
〉
時
仏
国
笑
無
数
光
色
従
其
口
出
照
於
十
方
無
量
世
界

（
大
口
｜
八
九
五
下
〉
時
仏
欣
笑
口
中
五
色
光
照
十
方
選
遁
三
匝
従
頂
上
入

ハ
大
口

l
九
O
O上
）
於
時
世
尊
尋
使
欣
笑
光
従
口
出
五
色
普
：
：
：

普
限
経
巻
八
ハ
大
3
｜
五
三
一
の
上
↓
中
〉
仏
亦
出
姻
飽
大
限
怒
身
皆
火
出
、
仏
亦
現
神
身
出
火
光
：
・
：
・

ロ闘問一
成
具
光
明
定
意
経
（
大
路
｜
四
五
五
中
）
賭
制
批
判
刊
↓
嬰
…
尚
一
臨
時
仰
向
建
計
一
服
常
輝

火
と
光
ハ
高
橋
〉
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火
と
光
ハ
高
橋
〉

一
凶
開
凹
ハ
除
妙
法
華
〉

集
一
切
福
徳
三
味
経
巻
中
ハ
大

U
l九
九
七
下
〉
雨
時
世
尊
即
使
微
笑
若
干
百
千
育
費
赤
白
紅
紫
等
光
従
面
門
出

仏
説
阿
弥
陀
経
ハ
大
路
｜
三
四
七
中
下
〉
中
出
広
長
舌
相
：
：
：
大
儀
屑
仏
：
：
：
談
肩
仏

（
大
ロ

l
三
四
八
上
〉
大
儀
肩
仏

凪
悶
悶
阿
一

無
量
寿
経
ハ
大
ロ

l
二
六
七
上
〉
炎
光
・
炎
根

マ

ニ

七

O
中
〉
炎
栄
光
仏

ハ
。
ニ
七
ニ
上
〉
一
々
華
中
出
三
十
六
百
千
億
光
一
々
光
中
出
三
十
六
億
仏

〈h
T

三
七
三
上
）
口
出
無
数
光
遍
照
十
方
国
廻
光
圏
諸
身
三
匝
従
頂
入

嗣
刷
嗣
門
一

修
行
本
起
経
（
大
3
｜
四
六
二
中
）
仏
乃
踊
之
即
住
而
笑
口
出
五
色
光
出
離
ロ
七
尺
分
為
両
分

一
光
繊
仏
三
匝
光
照
三
千
大
千
利
土
英
不
得
所

還
従
頂
入
一
光
下
入
十
八
地
獄
苦
痛
一
時
得
安

仏
本
行
経
（
大
4
｜
八
二
中
）
頭
上
火
炎
然
ロ
中
亦
吐
火
身
放
火
炎

（
。
｜
九
三
上
〉
即
時
欣
笑
五
色
光
明
躍
出
従
口
出
若
干
彩
色

仏
本
行
集
経
五
十
三
ハ
大
3
l八
九
七
上
及
八
九
八
上
）
身
或
放
姻
惑
於
炎
火
：
・
・
：
入
於
火
光
三
味

幅
閣
制
川
刷
倒
閣
閣
倒
閣
門
一

巻
九
〈
大
お
｜
六
六
九
中
〉
即
便
微
笑
口
中
出
五
色
光
或
時
下
照
或
復
上
昇
光
下
者
至
無
間
獄
機
余
地
獄
若
受
炎
熱
皆
得
清
涼

h
q

（L
V

｜
六
六
九
下
〉
仏
世
尊
過
去
事
光
従
背
入
：
：
：
従
眉
間
入
ハ
そ
の
他
あ
り
〉

巻
三
十
八
（
h
q

｜
八
三
五
中
〉
時
彼
光
明
遍
照
三
千
大
千
世
界
己
還
仏
所
光
従
背
胸
足
指
掌
入
：
：
：
光
従
眉
間
入
：
：
：
光
従
頂
入

巻
四
十
六
ハ
。
｜
八
七
九
上
〉
世
尊
法
爾
若
徴
笑
於
口
中
出
五
色
光
明

薬
事
巻
ニ
〈
M
｜
六
八
上
中
〉
敷
座
而
坐
照
恰
徴
笑
口
出
五
色
光
或
時
下
照
：
：
：

巻
七
〈
M
lニ
九
下
〉
於
徴
笑
時
出
背
黄
白
等
光
従
如
来
日
分
三
道
：
・
：
・
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巻
八
〈

M
l三
六
下
〉
諸
仏
常
法
若
有
微
笑
即
放
背
赤
白
種
々
之
光
従
口
而
出

雑
事
巻
ニ
ハ

M
lニ
l
l中
〉
口
出
五
色
微
妙
光
明
或
時
下
照
域
復
上
昇

巻
三
十
二
（

M
l三
六
七
下
〉
遂
便
徴
笑
口
出
五
色
微
妙
光
明
或
時
下
照
或
上
昇

同
白
州
閏

第
三
十
八
ハ
大

2
1七
五
八
中
〉
是
時
灯
光
仏
即
入
三
昧
定
健
彼
党
志
見
其
ニ
相

是
時
灯
光
仏
復
出
広
長
舌
・
・
・
・
・
・
放
大
光
明
・

．．．．． 

第
三
十
六
〈
大

2
l七
五

O
下
〉
身
飛
虚
空
作
大
八
変
化
或
行
或
坐
：
：
・
・
身
放
畑
火
踊
設
自
由
無
所
蝕
擬
：
：
：
或
出
水
火
遍
満
空
中

〈大

2
l七
五
一
上
〉
口
出
五
色
光

ハ大

2
1七
五
七
上
〉
即
時
便
笑
口
出
五
色
光

同
刷
刷
〕

四
分
律
五
一
（
大

n｜
九
四
九
〉
身
出
船
餓
猶
若
大
火

五
分
律
巻
三
ハ
大

m
lニ
二
上
〉
身
上
出
火
身
火
出
水

参
考
ハ
火
の
つ
く
仏
〉

現
在
賢
劫
千
仏
名
経
（
大
M
巻
v
i－
－
－
南
無
能
肩
仏
・
南
無
衆
儀
仏
ハ
制
中
〉
南
無
宝
火
仏
ハ
抑
下
〉
南
無
儀
織
仏
〈
抑
中
〉

十
万
千
五
百
仏
名
経
〈
大
U
巻
〉
・
：
：
・
火
炎
扇
仏
ハ
御
中
〉
宝
炎
仏
・
放
炎
仏
・
火
然
仏
以
上
（
御
中
〉
通
炎
華
仏
ハ
制
上
）
網
光
仏
・
火
相
仏
・
宝
火

仏
・
火
光
明
仏
・
火
相
仏
・
宝
火
仏
以
主
ハ
問
中
下
〉
炎
肩
仏
・
火
灯
王
仏
・
宝
火
仏
（
邸
中
〉
火
目
仏
・
炎
光

仏
・
炎
味
仏
・
火
光
仏
ハ
制
下
〉
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e今

こ
れ
ら
の
思
想
的
飛
躍
は
こ
の
ク
シ
ャ

γ
の
世
界
で
起
っ
た
。

口
に
出
て
来
る
沢
山
の
教
典
が
こ
こ
で
作
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
か

ら
。
で
あ
る
。火

と
光
（
高
橋
）



火
と
光
ハ
高
橋
〉

然
し
て
更
に
付
の
ガ
ン
ダ
l
ラ
彫
刻
を
資
料
と
し
て
こ
れ
に
重
ね
合
せ
る
時
、

（
尤
も
彫
刻
で
は
光
の
表
現
は
む
つ
か
し
く
、
従
っ
て

光
背
や
火
の
表
現
に
重
点
が
む
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
－
｜
こ
の
火
と
光
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
次
号
で
述
べ
る
つ
も
り
｜
｜
。
〉
こ

の
火
が
最
初
は
パ
キ
ス
タ
ン
サ
イ
ド
に
は
出
ず
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側
、
即
ち
西
方
か
ら
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
リ
グ
・
ベ
l
ダ
以
来
の

ア
グ
ニ
の
火
の
伝
統
で
あ
っ
た
ら
当
然
パ
キ
ス
タ

γ
側
の
方
に
先
に
火
が
出
る
筈
で
あ
っ
た
が
。

て
い
る
ス
ラ
パ
ス
テ
ィ
の
長
者
の
娘
の
た
め
に
、

然
し
て
こ
こ
に
ユ
ニ
ー
ク
な
彫
刻
が
あ
る
。
そ
れ
は
カ
ラ
チ
博
物
館
に
あ
る
「
操
行
行
者
の
信
者
で
あ
る
婚
家
の
家
族
の
中
で
孤
立
し

と
い
う
彫
払
叫
ん
「
あ

仏
が
率
卒
天
か
ら
降
り
ら
れ
て
奇
蹟
を
行
じ
て
こ
れ
を
助
け
た
」

る
。
横
六
十
セ

γ
チ
、
高
サ
三
十
セ
ン
チ
の
大
き
さ
だ
。
こ
の
彫
刻
に
は
仏
の
頭
は
な
い
が
、
肩
か
ら
火
足
か
ら
水
が
出
て
い
る
。
こ
れ

が
燃
灯
仏
で
有
名
な
シ
ク
リ
か
ら
出
土
し
て
い
る
所
に
大
き
な
意
味
を
も
っ
。
年
代
は
ス
ト
h
y

－
－
ハ
の
燃
灯
仏
彫
刻
よ
り
少
し
年
代
が
下

( 82 ) 

っ
て

A
・
D
四
・
五
世
紀
、
早
く
て
も
三
世
紀
の
後
半
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
火
の
出
て
い
な
い
燃
灯
仏
よ
り
、
さ
し

て
時
代
が
下
ら
な
い
頃
に
も
う
こ
の
彫
刻
の
よ
う
に
「
炎
」
の
つ
い
た
仏
像
が
、
然
も
ガ
ン
ダ
l
ラ
の
中
心
た
る
こ
の
シ
ク
リ
に
出
て
い

る。
勿
論
前
述
の
よ
う
に
カ
ユ
シ
カ
コ
イ
ン
が
ク
シ
ャ
ン
全
域
に
流
通
し
て
い
る
か
ら
、

コ
イ
ン
の
炎
が
こ
の
彫
刻
に
影
響
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
が
、
未
だ
他
に
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
は
ベ
ル
シ
ャ
の
火
の
宗
教
が
そ
の
原
悶
と
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
「
炎
」
を
も
っ
た
燃

灯
仏
の
出
土
し
た
カ
ピ
シ
・
ベ
グ
ラ
ム
か
ら
百
キ
ロ
北
方
の
地
点
に
ス
ル
フ
コ
タ
ル
と
い
う
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
の

神
殿
が
あ
っ
た
。
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
は
ク
シ
ャ
ン
民
族
の
信
仰
で
あ
り
、
こ
こ
が
そ
の
総
本
山
の
役
割
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
カ
ユ
シ
カ

王
の
大
き
な
像
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
分
る
。
こ
の
宗
教
の
「
火
と
光
」
が
仏
教
に
影
響
し
、
そ
の
思
想
の
深
化
に
大
き
な
役
割
を
も
っ

た
こ
と
は
十
分
推
測
さ
れ
る
。

一
歩
下
っ
て
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
火
を
重
ん
ず
る
ペ
ル
シ
ャ
等
西
方
の
信
仰
が
影



響
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

か
く
考
え
る
と
大
乗
仏
教
は
東
西
文
化
の
総
合
、
特
に
ガ
ン
ダ
l
ラ
彫
刻
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
イ
γ
ド
の
心
と
ギ
リ
シ
ャ
の
芸
術
、
そ

し
て
ベ
ル
シ
ャ
の
民
間
信
仰
等
の
交
流
が
も
た
ら
し
た
一
大
総
合
文
化
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

〔詑〕（

1
〉

こ
の
彫
刻
は
左
右
の
図
板
に
連
縄
か
な
く
向
っ
て
左
半
分
は
異
っ
た
物
語
の
燃
灯
仏
を
く
っ
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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